
























続き（Howell & Davis, 2011），その内，約60％
がからかいやいじめを受け（Langevin, Bortnick, 
Hammer, & Wiebe, 1998），40％が成人期まで
に社交不安障害に陥る危険性があり（Blumgart, 














（Yairi & Ambrose, 2005）。吃音は，発症後４




























覚 し て お り（Boey, Van de Heyning, Wuyts, 





（Reilly, Onslow, Packman, Cini, Conway, 






















































































































































































































































































































































































































































































































































本当は悲しいけど表向きでは何でもないようにしている .84 −.02 .02
吃音のことを思うとこの子にすまなく感じる .69 −.03 .26
普通の子はいいなあとうらやましい .65 .10 −.18
この子の吃音のことを思うとすべてが崩れ落ちていく気がする .65 .08 −.05
吃音もこの子の個性のひとつだと思う* −.45 .10 .20
<周囲の理解のなさ> α＝.71
子どもの吃音を説明しても周囲の人から親が言い訳をしていると思われた −.06 .91 .09
子どもの吃音を見て周囲の人からしつけや教育をしていないと思われた .06 .78 −.02
園や学校の先生は子どもの吃音に対する理解が足りないと感じた .03 .45 −.11
〈前向きな気持ち〉α＝.71
この子のおかげで世界が広がった .13 −.06 .91
この子のおかげで自分が成長できた −.15 .04 .62









親の同居あり（n＝13） 親の同居なし（n＝70） F 値
悲観的な気持ち 平均 1.60 平均 2.06




２歳（n＝43） ３歳（n＝21） ４歳（n＝13） ５歳以上（n＝6） F 値 多重比較
悲観的な気持ち 平均 2.16 平均 1.71 平均 1.80 平均 2.07




1つ（n＝28） ２つ（n＝26） ３つ以上（n＝24） F 値 多重比較
悲観的な気持ち 平均 1.81 平均 1.98 平均 2.31




現在あり（n＝67） 現在なし（n＝15） F 値
前向きな気持ち 平均 3.49 平均 3.10













































































言語聴覚士 .10 .21 .12
ことばの教室の先生 −.22 −.17 .12
同じ吃音児の親 −.14 −.02 .13
子どものきょうだい .13 −.16 .18
配偶者 −.30** −.33** .05
学校の担任 −.25* −.50** .05
親の会 −.10 .03 .32**
自分の両親 −.28* −.25* .15
友人 −.12 −.02 .26*
保育所または幼稚園 −.14 −.31** .19
心理カウンセラー −.17 −.16 .26
医師 −.06 −.01 .23
配偶者の両親 −.16 −.20 .22
行政機関または公的機関 −.20 −.26* −.03
近所の人 −.09 −.26* .04
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